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質
問　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
子

育
て
支
援
策
が
先
進
的
に
実
施
さ

れ
て
き
た
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

答
弁　

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源

に
子
育
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の
交

付
、
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

高
齢
者
に
や
さ
し
い
交
通
は

　

質
問　

一
部
地
域
で
バ
ス
停
ま

で
の
距
離
が
遠
い
な
ど
、
バ
ス
利

用
の
困
難
者
が
少
な
く
な
い
。
高

齢
者
の
た
め
の
や
さ
し
い
取
り
組

み
は
。

　

答
弁　

令
和
５
年
度
策
定
の
計

画
で
検
討
し
工
夫
し
て
い
く
。

学校給食費が無償に（学校給食センター）基金残高推移（国庫返還金も含む）

震災後初の臨時会（高田一中）

　

質
問　

こ
れ
ら
の
施
策
を
市
長

選
で「
バ
ラ
マ
キ
」と
批
判
し
た
と

聞
い
て
い
る
が
、今
後
の
考
え
は
。

　

答
弁　

令
和
５
年
度
の
高
校
入

学
時
の
子
育
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

の
助
成
な
ど
、
今
後
も
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
配
慮
し
て
い
く
。

　

質
問　

学
校
給
食
費
全
額
無
償

化
は
憲
法
26
条
「
義
務
教
育
は
無

償
」
と
い
う
こ
と
か
ら
も
画
期
的

だ
と
思
う
。
実
施
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

家
計
負
担
軽
減
の
た

め
、
県
内
市
で
初
の
学
校
給
食
費

完
全
無
償
化
に
向
け
、
新
年
度
予

算
案
に
関
連
予
算
を
計
上
し
た
。

　

質
問　

保
育
所
（
園
）
の
米
飯

導
入
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

す
べ
て
の
児
童
に
毎

日
、
温
か
い
主
食
を
提
供
す
る
た

め
、
市
保
育
協
会
と
も
協
議
し
、

実
現
に
向
け
検
討
す
る
。

　

質
問　

出
産
一
時
金
の
上
乗
せ

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

現
行
の
42
万
円
か
ら

50
万
円
に
国
民
健
康
保
険
条
例
を

改
正
す
る
。
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
の
周
知
を
図
る
。

在
宅
介
護
対
象
の
拡
大
を

　

質
問　

介
護
施
設
に
入
所
で
き

ず
、
在
宅
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
た
め
、
在
宅
家
族
介
護
手
当

支
給
事
業
の
基
準
を
変
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

本
市
の
特
養
ホ
ー
ム
入

所
待
機
者
は
64
人
、
う
ち
在
宅
待

機
者
は
21
人
。
手
当
対
象
者
の
拡

大
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

　
　
初
の
実
施
へ
予
算
を
計
上

本
市
の
財
政
状
況
は

震
災
前
に
比
べ
大
幅
に
改
善

　

質
問　

震
災
前
と
比
較
し
た
本

市
の
財
政
状
況
分
析
は
。

　

答
弁　

震
災
前
に
比
べ
、
実

質
公
債
費
比
率
は
19
・
１
％
か

準
が
な
い
と
議
論
で
き
な
い
。
基

準
を
定
め
て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

経
済
成
長
が
起
き
て
い

た
時
代
と
は
異
な
る
。
財
政
の
硬

直
化
を
避
け
る
た
め
に
も
指
針
を

決
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

質
問　

中
期
的
な
財
政
計
画
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

コ
ロ
ナ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
な
ど
で
予
想
が
難
し
い
。
一

ら
14
・
５
％
に
、
市
債
残
高
は

１
７
５
億
円
か
ら
１
３
５
億
円

と
な
る
な
ど
大
幅
に
改
善
し
て

い
る
。
歳
出
の
抑
制
、
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
の
増
収
が
要
因
と

考
え
て
い
る
。

　

質
問　

市
長
は
本
市
財
政
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
市
民
の
思
い
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

財
政
へ
の
心
配
は
特
に

感
じ
て
い
な
い
。
市
民
か
ら
は
人

口
減
、
産
業
衰
退
の
中
で
希
望
を

見
出
し
た
い
と
い
う
思
い
を
感
じ

て
い
る
。

　

質
問　

市
の
貯
金
に
あ
た
る
財

政
調
整
基
金
は
、
一
般
的
な
基
準

の
７
億
円
に
対
し
49
億
円
あ
る
。

有
効
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

災
害
な
ど
緊
急
事
態
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
方
針
な

ど
は
立
て
な
い
の
が
適
当
と
考
え

て
い
る
。

　

質
問　

49
億
円
は
溜
め
込
み
す

ぎ
。
ど
の
程
度
活
用
す
る
か
の
基

方
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
の
震
災
に
よ
る
減
免
が
終
了

す
る
の
で
、
そ
の
後
で
あ
れ
ば
策

定
の
可
能
性
も
検
討
で
き
る
。

生
産
額
の
倍
増
策
は

　

質
問　
公
約
で
農
林
水
産
業
生
産

額
倍
増
と
あ
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

農
業
９
億
４
１
０
０
万

円
、
水
産
業
18
億
円
、
林
業
４
億

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

挑
戦
的
な
目
標
だ
が
、

起
き
う
る
負
の
面
も
想
定
し
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
弁　
伝
統
的
な
産
業
の
中
で

新
し
い
こ
と
を
す
る
た
め
に
既
存

の
事
業
者
と
の
摩
擦
が
予
想
さ
れ

る
が
、
十
分
に
配
慮
し
て
公
約
の

実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
き
た
い
。

木村　聡
 （翔　　成） 大坪  涼子  

 （日本共産党）

復
興
の
教
訓
次
世
代
へ

　
　
　
　
復
興
対
策
特
別
委
員
会

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
）
は
３
月
16
日
、
市
役
所

の
委
員
会
室
で
「
東
日
本
大
震
災

復
興
記
録
誌(

仮
称)

」
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
誌
は
、
本
市
が
東
日

本
大
震
災
以
後
の
復
興
過
程
で
得

た
経
験
や
教
訓
を
市
内
外
や
次
世

代
へ
伝
え
残
そ
う
と
作
成
す
る
も

の
で
、
３
月
13
日
の
復
興
対
策
特

別
委
員
会
理
事
会
で
、
菅
野
誠
建

設
部
長
か
ら
趣
旨
や
概
要
、仕
様
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
議
会
編
は
震
災

発
災
か
ら
の
議
会
の
主
な
動
き
を

掲
載
す
る
こ
と
を
確
認
。
具
体
的

に
は
▽
震
災
発
災
時
の
初
動
対
応

▽
応
急
対
応
▽
復
興
計
画
の
推
進

と
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
当

時
在
籍
し
て
い
た
議
員
か
ら
聞
き

取
り
し
な
が
ら
所
感
を
ま
と
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
は
復
興
計
画
や

復
興
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
議
会

と
し
て
の
総
括
を
記
載
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

記
録
誌
の
作
成
は
本
市
の
復
興

の
歩
み
を
後
世
に
残
す
と
い
う
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も

被
災
地
の
責
務
と
し
て
、
伝
え
続

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
大
坂
俊
委
員
長
）

　

本
市
議
会
は
、
２
月
６
日
の
大

地
震
に
見
舞
わ
れ
た
ト
ル
コ
共
和

国
に
対
し
、
駐
日
大
使
を
通
じ
て

義
援
金
20
万
円
を
届
け
ま
し
た
。

　

福
田
利
喜
議
長
は
２
月
21
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
全
国

都
市
会
館
で
行
わ
れ
た
全

国
市
議
会
議
長
会
の
建
設

運
輸
委
員
会
へ
出
席
す
る

た
め
に
上
京
し
た
際
、
駐

日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館

を
訪
問
し
て
、「
東
日
本

大
震
災
時
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ
て

い
ま
す
。
被
災
者
の
支
援
に
少

し
で
も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
コ
ル
ク
ッ
ト
・
ギ
ュ
ン
ゲ
ン

大
使
に
義
援
金
を
寄
託
し
ま
し

た
。

ト
ル
コ
に
義
援
金


